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意思の
表明
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集団で話
し
合
うこと
が苦手である
が
、
各教科の話合い活動や
ホーム
ルーム活動
に参加したいと希望している。
) (
⑤　
協議用ワークシート
カ
「話合い活動」（高等学校）
)



 (
背　景
実態把握
) (
Ａさんの
場合
・
軽度の難聴がある。補聴器を装用し
ており、
１対１であれば音声のみで会話ができる。授業ではFM補聴システムを使用している。
) (
Ｂさんの
場合
・
慣れない場では吃音が出る。言葉がつまることを気にして、自分の考えをすぐには発言できないことがある。
) (
Ｃさんの
場合
・
状況理解の困難さがあり、話の流れに応じた受け答えが難しい。また、他者の感情理解が難しく、思ったことをすぐ口に出してしまう。
)




 (
学校の
基礎的
環境整備
) (
・特別支援学校のセンター的機能を
活用
している。
基
(１)
・特別支援教育コーディネーターがいる
。基
（２）
・必要な生徒に個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成している。
基
(３)
・学校にFM補聴システムがある。
基
(５)　
・
特別支援教育支援員がいる。
基
(６)　　　
)




 (
検討
決定
提供
) (
メンバー
) (
メンバー
) (
メンバー
)	


	
 (
合理的配慮の内容
) (
合理的配慮の内容
) (
合理的配慮の内容
)











 (
・個別の教育支援計画・個別の指導計画に記入、活用する。
・定期的な評価をする。
・見直しを随時行う。
) (
評価
見直し
) (
有意義な話合いができた！
苦手意識
が
減った
！
 
)	
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